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現
代
俳
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協
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現
代
俳
句
く
ま
も
と 

第
１
４
号 

合
同
句
集
に 

ぜ
ひ
ご
参
加
を 

当
会
設
立
３
０
周
年
記
念
の
合
同
句
集
に
つ
き
、

皆
さ
ま
宛
に
、
７
月
上
旬
に
も
、
作
品
原
稿
依
頼
の

文
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。 

合
同
句
集
は
、
１
０
０
部
印
刷
し
、
現
代
俳
句
協

会
本
部
や
各
都
道
府
県
の
現
代
俳
句
協
会
、
日
本
現

代
詩
歌
文
学
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
熊
日
新
聞
等

に
も
寄
贈
し
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
合
同
句
集
の
刊
行
は
、
当
会
設
立
以

来
の
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
次
の
刊
行
が
い
つ
に

な
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
渾
身
の

１
５
句
（
既
発
表
可
）
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と

り
当
た
り
１
ペ
ー
ジ
で
編
集
割
り
付
け
し
ま
す 

周
り
の
会
員
の
方
々
へ
の
お
声
か
け
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

現
在
の
と
こ
ろ
、
次
の
方
が
た
の
作
品
、
又
は
、

参
加
費
が
届
い
て
い
ま
す
。 

丘 

菜
月 

 

加
藤
知
子 

 

榮
田
し
の
ぶ 

田
上
公
代 

 

中
山
宙
虫 

 

西
口
裕
美
子 

西
田
和
平 

 

西
村
楊
子 

 

林
よ
し
こ 

星
永
文
夫 

 

真
弓
ぼ
た
ん 

汀 

圭
子 

右
田
捷
明 

 

宮
中
康
雄 

 

故
・
伊
東
健
二 

参 

加 

資 

格 

： 

本
会
員 

及
び 

準
会
員 

合
同
句
集
参
加
の
た
め
だ
け
の
准
会
員
の
参
加
も

認
め
ま
す（
準
会
員
は
、別
途
、千
円
が
必
要
で
す
）。 

俳 

句 

作 

品 

： 

１
、
提
出
句
：
タ
イ
ト
ル
付
き
１
５
句
（
既
発
表
可
） 

２
、
短
文
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、
２
０
０
字
以
内
で 

３
、
所
属
結
社
名
、
発
表
誌
な
ど
明
記
（
毎
年
発
行

さ
れ
る
現
代
俳
句
協
会
編
『
現
代
俳
句
年
鑑
』
の

物
故
者
欄
掲
載
時
に
活
用
） 

俳 

句 

提 

出 

先 

：
〒
８
６
２
・
０
９
６
３ 

熊
本
市 

南
区 

出
仲
間 

６
の
６
の
５ 

 

中
山 

宙
虫 

宛 

 

 

俳 

句 

提 

出 

締 

切 

： 

８
月 

３
１
日 

参 

加 

費 

： 

２
０
０
０
円
（
２
冊
分 

含
む
） 

 

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

記
号 

１
７
１
４
０ 

番
号 

３
８
１
８
６
０
９
１ 

名
義 

熊
本
県
現
代
俳
句
協
会 

・
熊
本
銀
行 

 

東
託
麻
支
店 

 

普
通
預
金 

口
座
番
号 

３
０
８
０
８
５
１ 

（
注
）
先
日
郵
送
致
し
た
振
込
用
紙
は
、
記
載
ミ

ス
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
振
込
用
紙
を
窓
口

で
貰
う
か
、Ａ
Ｔ
Ｍ
に
直
接
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。 

発 

行 

予 

定 

日
：
令
和
３
年 

１
月
１
日 

 

既 
刊 

句 

集 

紹 

介 

に 

つ 

い 

て 
合
同
句
集
に
は
、
会
員
の
既
刊
句
集
な
ど
も
併

せ
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
当
方
が
把
握
し
て
い

る
の
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
に
記
載
漏

れ
が
あ
る
方
、
こ
れ
も
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
方

は
、
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

・
青
島
玄
武
句
集 

『
優
し
い
樹
』（
２
０
２
０
） 

・
加
藤
知
子
句
集 

『
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
羽
音
』（
２
０
１
４
） 

『
櫨
の
実
の
混
沌
よ
り
始
む
』（
２
０
１
７
） 

・
榮
田
し
の
ぶ
句
集 

『
花
火
幻
想
』（
平
２
０
） 

『
風 

あ
・
う
ん
』（
令
２
） 

・
田
川
ひ
ろ
子
句
集 

『
バ
タ
付
き
パ
ン
』（
平
３
０
） 

・
田
中
順
子
句
集 

 

『
聖
夜
の
樹
』（
２
０
１
４
） 

・
中
山
宙
虫
句
集 

『
虫
図
鑑
』
２
０
１
６ 

・
西
村
楊
子
（
柳
号 

い
わ
さ
き
楊
子
） 

い
わ
さ
き
楊
子
川
柳
集「
ら
し
き
も
の
た
ち
」

（
２
０
０
５
、
２
０
１
０
、
２
０
１
５
～
２
０
２
０
） 

 

 

私
家
版 

『
川
柳
人
が
た
の
し
む 

エ
モ
い 

漱
石
俳
句
』

（
２
０
２
０
・
１
２
） 

・
星
永
文
夫
句
集 

『
１
０
０
／
６
７
』（
昭
４
３
）、『
’
６
８
夏
』  

（
昭
４
４
）、『
鬼
火
』（
昭
４
５
）、『
狼
祭
』 

（
昭
４
８
）、『
肥
後
飢
餓
講
』（
昭
５
０
）、『
幻 

 

日
環
』（
昭
６
１
、
熊
日
文
学
賞
受
賞
）、 

『
色
塵
』
（
平
１
０
）
、
初
期
作
品
集
Ⅰ 

『CHO-SEN

』（
平
１
０
）、『
熊
襲
派
』（
平
１
５
）、 

初
期
作
品
集
Ⅱ
『
肥
後
飢
餓
講
』（
平
２
０
）、 

『
組
曲
「
倭
国
」』（
平
２
３
）、
選
句
集
『
あ
ら 

っ
こ
い
し
ょ
』（
平
２
４
）『
俗
神
（
ぞ
ろ
ぞ
ろ
）』 

（
令
２
）、
随
想
集
『
山
頭
火
私
記
』（
平
２
７
） 

 

等 

 
 
 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

私
の
一
句
自
句
自
解 

 

気
が
つ
け
ば
れ
ん
げ
畑
を
抱
い
て
い
る        

萩 

瑞
枝 

 

幼
い
頃
、
田
ん
ぼ
一
面
に
咲
い
た
れ
ん
げ
草
畑
で

父
を
待
っ
て
一
人
で
遊
ん
だ
。
あ
の
頃
の
自
由
さ

と
不
自
由
さ
、
退
屈
さ
や
孤
独
感
な
ど
が
、
美
し

く
咲
い
た
れ
ん
げ
草
の
瑞
々
し
く
甘
い
香
り
と
と

も
に
心
に
深
く
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
私
の
原
風

景
だ
。
い
つ
も
、
ふ
と
し
た
こ
と
で
そ
の
原
風
景

が
心
に
甦
る
の
だ
。 

 

会
員
句
集
紹
介 

＊
榮
田
し
の
ぶ
句
文
集
『
風 

あ
・
う
ん
』 

２
０
２
０
年
月
、
文
學
の
森
刊 

薔
薇
園
の
白
の
翻
意
を
風
運
ぶ 

夏
野
行
く
仮
面
い
く
つ
も
脱
ぎ
な
が
ら 

影
だ
け
が
伸
び
て
枯
野
を
抜
け
ら
れ
ず 

『 

現
代
俳
句 

』 

列
島
春
秋 

掲
載
句 

 

（
２
０
２
０
年
） 

二
月 

菜
の
花
や
官
薩
対
峙
の
川
狭
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
田 

捷
明 

三
月 

肥
後
椿
初
陣
前
の
咳
払
い 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丘 

菜
月 

四
月 

さ
く
ら
さ
く
ら
指
の
先
ま
で
さ
く
ら
の
香 

佐
藤
恵
美
子 

五
月 

鳥
交
る
こ
ゑ
し
て
し
づ
か
五
高
の
森 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

光
永 

忠
夫 

六
月 

竜
神
の
泉
の
水
を
ひ
と
す
す
り 

田
川
ひ
ろ
子 

 

七
月 

ユ
ダ
の
子
を
産
み
継
ぐ
村
の
夏
の
霧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
口
裕
美
子 

八
月 

裏
阿
蘇
の
一
町
二
村 

水
の
秋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

星
永 

文
夫 

★
第
５
５
回
滔
天
忌
俳
句
大
会 

令
和
元
年
１
２
月
５
日 

中
華
街
人
湧
き
出
づ
る
滔
天
忌 

 

右
田
捷
明 

言
の
葉
の
夢
の
一
字
や
鵙
高
音 

 

徳
山
直
子 

夫
は
ま
た
宇
宙
の
話
日
短
か 

 
 

荒
尾
か
の
こ 

今
年
も
１
２
月
６
日
に
、
第
５
６
回
目
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
当
日
の
日
程
は
中
止
で
す
が
、
賞
の

決
定
と
作
品
集
の
送
付
は
従
来
通
り
と
い
う
こ
と

で
す
。
応
募
用
紙
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

 熊
本
県
現
代
俳
句
協
会 

会
報 

第
１
４
号 

２
０
２
０
年
８
月
１
０
日 

発
行 

 

発
行
人 

 

会 

長 
 
 

加
藤 

知
子 

 

編
集
人 

 

事
務
局
長 

 

西
田 

和
平 
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